
二
〇
二
二
年
春
闘
勝
利
！
組
織
強
化
・
拡
大
！
憲
法
改
悪
反
対
！
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
、 

岸
田
政
権
の
退
陣
を
求
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
の
安
全
・
安
心
輸
送
の
確
立
を
め
ざ
す
特
別
決
議 

 

本
日
、
私
た
ち
は
第
一
九
二
回
拡
大
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
最
重
要
課
題
と
し
て
確
認
し
、
職
場
か
ら
の
具
体
的

な
闘
い
の
積
み
上
げ
と
粘
り
強
い
交
渉
に
よ
り
、
二
〇
二
二
年
春
闘
を
全
力
で
闘
い
抜
き
、
Ｊ
Ｒ
各
社
と
グ
ル
ー
プ
会
社
に
働
く
全
て
の

労
働
者
の
賃
上
げ
と
労
働
条
件
改
善
を
は
じ
め
と
し
た
、
憲
法
改
悪
・
原
発
再
稼
働
・
沖
縄
辺
野
古
新
基
地
建
設
・
労
働
法
制
改
悪
な
ど
岸

田
政
権
が
推
し
進
め
る
、
あ
ら
ゆ
る
悪
政
に
反
対
し
、
山
積
す
る
諸
課
題
を
取
り
組
む
方
針
を
確
立
し
た
。 

二
〇
一
九
年
末
か
ら
全
世
界
で
猛
威
を
ふ
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、「
デ
ル
タ
株
」「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
な
ど
変
異
を
繰
り
返

し
、
発
生
か
ら
す
で
に
二
年
の
時
を
経
過
し
て
い
る
。 

こ
の
影
響
に
よ
る
長
引
く
経
済
活
動
の
停
滞
は
企
業
倒
産
、
業
績
悪
化
を
理
由
と
し
た
解
雇
や
雇
い
止
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

理
由
と
す
る
労
働
条
件
の
引
き
下
げ
な
ど
「
弱
者
へ
の
し
わ
寄
せ
」
と
し
て
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。 

新
た
な
変
異
種
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
の
爆
発
的
な
感
染
拡
大
に
よ
る
第
六
波
で
、
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」

が
三
四
都
道
府
県
に
発
せ
ら
れ
、
今
後
も
拡
大
す
る
様
相
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
再
び
医
療
体
制
の
ひ
っ
迫
や
営
業
自

粛
・
時
短
営
業
が
危
惧
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。 

他
方
、
昨
年
十
月
に
第
一
〇
〇
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
た
岸
田
首
相
は
、「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
実
現
を
掲
げ
、「
分
配
と
成
長
に

よ
る
好
循
環
」
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
、「
業
績
が
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
を
回
復
し
た
企
業
は
三
％
を
超
え
る
賃
上
げ
」
を
経
団
連
に
要
請
し
、

こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
一
月
十
八
日
に
発
表
さ
れ
た
経
労
委
報
告
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
し
企
業
の
バ
ラ
ツ
キ
が
拡
大
す
る

中
、
各
企
業
が
自
社
の
実
情
に
適
し
た
賃
金
決
定
の
大
原
則
に
則
っ
て
検
討
し
「
賃
金
引
上
げ
」
と
「
総
合
的
な
処
遇
改
善
」
に
言
及
す
る

な
ど
岸
田
政
権
を
後
押
し
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
が
、
働
く
者
の
現
状
は
、
改
善
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
貧
困
と
格
差
は
拡
大
し
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
消
費
支
出
は
伸
び
悩
み
実
質
賃
金
は
依
然
と
し
て
低
迷
す
る
ば
か
り
か
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
も
高
い
比
率
で
推
移
し
て
い
る
。 

今
こ
そ
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
日
本
経
済
の
再
生
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
会
社
を
は
じ
め
と
し
た
大
企
業
が
自
ら
蓄
え
た

内
部
留
保
を
労
働
者
の
賃
上
げ
に
還
元
し
、
国
内
総
生
産
の
約
六
割
を
占
め
る
個
人
消
費
を
拡
大
さ
せ
る
賃
金
政
策
へ
と
転
換
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

そ
の
た
め
に
も
、
直
面
す
る
課
題
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
を
政
府
の
責
任
に
よ
り
早
急
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
健
康
で
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
拡
充
に
向
け
、
二
〇
二
二
年
春
闘
で
は
「
賃
金
の
底
上
げ
」

に
重
点
を
置
き
、「
格
差
是
正
」
と
「
全
て
の
労
働
者
の
立
場
に
立
っ
た
働
き
方
」
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

今
夏
、
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
昨
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
培
っ
て
き
た
立
憲
野
党
の
共
闘
を
、
さ
ら
に
強
化
し

な
が
ら
、
立
憲
民
主
主
義
を
真
っ
向
か
ら
踏
み
に
じ
っ
た
安
倍
・
菅
前
政
権
を
引
き
継
ぐ
岸
田
政
権
の
退
陣
を
求
め
、
社
会
的
格
差
の
是
正

と
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
反
対
、
非
正
規
労
働
者
の
雇
用
・
労
働
条
件
の
改
善
に
向
け
、
企
業
・
産
別
を
超
え
て
共
に
闘
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
一
〇
七
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
多
数
の
負
傷
者
を
出
し
た
「
福
知
山
線
脱
線
事
故
」
か
ら
十
七
年
が
経
過
す
る
が
、
事
故
の
教

訓
は
活
か
さ
れ
な
い
ま
ま
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
各
社
で
は
大
幅
な
減
収
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
各
社
と
も
徹

底
し
た
コ
ス
ト
節
減
・
経
費
削
減
施
策
を
強
め
、
営
利
優
先
の
効
率
化
・
合
理
化
施
策
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
安
全
・
安
定

輸
送
の
基
盤
と
も
言
え
る
技
術
継
承
、
労
働
条
件
、
教
育
は
不
十
分
な
ま
ま
、
重
大
事
故
が
相
次
い
で
発
生
す
る
な
ど
安
全
・
安
定
輸
送
の

根
幹
ま
で
も
脅
か
さ
れ
て
い
る
。 

安
全
・
安
定
輸
送
の
確
保
は
、
日
常
不
断
の
「
仕
事
総
点
検
」「
安
全
総
点
検
」
運
動
の
集
大
成
で
あ
り
、
経
営
基
盤
の
脆
弱
な
Ｊ
Ｒ
北

海
道
・
四
国
・
貨
物
会
社
に
対
す
る
持
続
可
能
な
支
援
策
の
拡
充
や
、
自
然
災
害
が
多
発
す
る
Ｊ
Ｒ
九
州
会
社
の
安
定
経
営
に
向
け
た
助
成

策
の
継
続
な
ど
総
合
交
通
体
系
の
確
立
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

加
え
て
新
幹
線
並
行
在
来
線
の
開
業
に
伴
う
第
三
セ
ク
タ
ー
化
、
ロ
ー
カ
ル
線
な
ど
赤
字
路
線
の
廃
止
、
列
車
の
ワ
ン
マ
ン
化
や
自
動

運
転
化
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
各
社
の
問
題
点
や
個
別
課
題
を
改
め
て
検
証
し
、
近
年
、
激
甚
化
す
る
大
規
模
災
害
で
の
鉄
道
復
旧
の
あ
り
方
や
鉄
道

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
国
や
関
係
自
治
体
に
よ
る
財
政
支
援
や
政
策
課
題
の
提
起
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。 

本
委
員
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
つ
つ
も
、
組
合
員
・
家
族
の
健
康
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
て
、
リ
モ
ー

ト
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
で
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
各
委
員
の
真
摯
な
討
論
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
・
地
方
か
ら
最
重
要
課
題
で
あ
る

組
織
強
化
・
拡
大
に
奮
闘
す
る
姿
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。
私
た
ち
は
「
五
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
提
起
か
ら
次
世
代
の
育
成
・
強
化
な
ど
仲
間
の

発
言
に
学
び
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
全
て
の
闘
い
の
集
約
点
と
し
な
が
ら
、
当
面
す
る
二
〇
二
二
年
春
闘
を
職
場
・
地
域
か
ら
全
力
で
取
り

組
み
、
国
労
運
動
の
さ
ら
な
る
前
進
に
向
け
、
組
織
一
丸
と
な
っ
て
総
力
を
あ
げ
て
闘
い
抜
く
も
の
で
あ
る
。 

右
、
決
議
す
る
。 

 二
〇
二
二
年
一
月
二
十
九
日 

国
鉄
労
働
組
合
第
一
九
二
回
拡
大
中
央
委
員
会 


